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道
隆
寺
㉑

　

道
隆
寺
に
伝
わ
る
縁え

ん
ぎ起
口く

伝で
ん

書し
ょ

の
「
い
せ
」
に
関
す
る
３
種
類
の

話
を
紹
介
し
て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ

細
部
は
若
干
異
な
っ
て
い
る
が
大

筋
で
は
一
致
し
て
い
る
。
縁
起
と

は
、
お
寺
の
由
来
で
あ
り
、
口
伝
書

と
は
、
言
い
伝
え
で
あ
る
か
ら
、
そ

れ
な
り
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
か

ら
大
切
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

道
隆
寺
に
伝
わ
る
『
略
縁

起
』
に
登
場
す
る
童
女
「
い
せ
」、

『
名な

と
り
あ
い

取
合
』に
出
て
く
る
娘「
い
せ
」、

最
後
の
『
府
中
荘
誌
』
に
記
載
さ

れ
る
「
伊
勢
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ

一
体
ど
ん
な
人
物
だ
ろ
う
か
。
こ

の
謎
を
解
く
に
は
、幾
つ
か
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

先
ず
、『
略
縁
起
』
の
童
女
「
い

せ
」
は
当
村
に
住
ん
で
い
た
15
歳

の
農
家
の
乙
女
で
あ
る
。『
名
取

合
』
の
も
の
は
中
山
村
の
娘
「
い

せ
」
で
あ
る
。『
府
中
荘
誌
』
の

も
の
は
、当
村
（
あ
る
い
は
隣
村
）

の
「
伊
勢
」
で
14
〜
５
歳
の
乙
女
、

五
反
田
に
あ
る
田
圃
に
行
く
途
中

に
無む

り
ょ
う量
寿じ

ゅ

院い
ん

薬や
く

王お
う
じ寺
が
あ
っ
た
こ

と
。『
略
縁
起
』
以
外
は
、「
中
山

村
」、「
当
村
か
隣
村
」
と
漠
然

（
１
６
４
５
）
以
降
か
ら
で
あ
る

の
で
、
近
世
初
期
の
江
戸
時
代
初

期
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
書
出
帳

は
、
文
化
十
二
年
（
１
８
１
５
）

の
『
国
郡
志
書
出
帳
』
の
「
国
郡

志
下
し
ら
べ
帖
」
写う

つ
し

な
ど
の
古
文

献
史
料
が
あ
る
。
先
ず
、
田
所
文

書
に
は
、
１
２
３
４
年
こ
ろ
の
田

所
注
進
状
に
、
府
白
山
免
、
無
量

寿
院
免
の
名
が
角
振
社
（
現
在
の

三
翁
社
）、
惣そ

う

社し
ゃ

（
総
社
と
同
じ
）

な
ど
の
社
寺
に
混
じ
っ
て
見
え
る
。

　

五
反
田
の
地
名
は
、
竜
仙
寺
過

去
帳
と
国
郡
志
下
し
ら
べ
帖
に
あ

り
、
現
在
は
「
本
町
三
丁
目
」
の

新
住
居
表
示
に
な
っ
て
い
る
が
、

五
反
田
の
町
内
会
は
残
っ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
時
代
は
十
世
紀

の
府
中
村
に
「
い
せ
」
と
い
う
名

の
信
仰
心
篤
い
乙
女
が
住
ん
で
い

た
こ
と
に
な
る
。

府
中
町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

 
横
田　

禎
昭

と
隣
村
か
中
山
村
と
な
っ
て
い

る
。
時
代
は
、『
略
縁
起
』
で
は
、

一
条
天
皇
の
御
代
、
正

し
ょ
う

暦り
ゃ
く

年
間

（
９
９
０
〜
９
９
５
）、
九
条
家
、

摂
政
関
白
道
隆
公
と
な
っ
て
い
る

が
、
正
暦
年
間
の
摂
政
関
白
は
藤

原
道
隆
公
で
あ
る
こ
と
と
、
九
条

家
の
開
祖
は
十
二
世
紀
の
藤
原
忠た

だ

通み
ち

三
男
の
兼か

ね

実ざ
ね

で
あ
る
た
め
、
明

ら
か
に「
藤
原
家
」の
誤
記
で
あ
る
。

　

府
中
町
内
の
古
い
地
名
は
、
町

内
外
の
古
記
録
に
散
見
さ
れ
る
も

の
を
丹
念
に
調
べ
る
こ
と
か
ら
始

ま
る
。
代
表
的
な
も
の
に
「
田た

ど
こ
ろ所

文
書
」、「
竜
仙
寺
過
去
帳
」、
藩

政
時
代
の
『
国こ

く

郡ぐ
ん

志し
か
き書
出だ

し

帳ち
ょ
う

』
な

ど
が
あ
る
。
田
所
文
書
は
、
鎌
倉

時
代
以
降
の
地
名
と
な
る
。
竜
仙

寺
過
去
帳
は
初
出
が
正し

ょ
う
ほ
う保
二
年

　ゴールデンウィーク前後の期間中は、環境センターへの
ごみの持ち込みが多く、大混雑が予測されます。あらかじ
め、正しく分別をして持ち込んでください。
　受付時間　
　　月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く）
　　午前９時～11時30分、午後１時～３時30分

府中町環境センター　☎２８６-３２６６

午前８時30分までにごみステーションに出してください。

５／３
（月／祝）

北部 普通ごみ（月・木曜日地区）

南部 収集はしません

５／４
（火／祝）

北部
埋立ごみ・有害ごみ（第１回目火曜日地区）
ペットボトル・紙パック・白色トレイ（第１
回目火曜日地区）　※有価物は収集しません

南部 普通ごみ（火・金曜日地区）

５／５
（水／祝）

北部 収集はしません

南部
埋立ごみ・有害ごみ（第１回目水曜日地区）
ペットボトル・紙パック・白色トレイ（第１
回目水曜日地区）　※有価物は収集しません

※環境センターへのごみの持ち込みは受け付けていません。

正しいごみ出しにご協力を

家庭ごみなどの持ち込みごみの

道隆寺本堂（現在）

木造薬師如来坐像

特 別 収 集

「平成22年度家庭ごみの正しい出し方」
配布場所

●役場（住民課・環境課）●南交流センター●環境セ
ンター●府中公民館●南公民館●福寿館●ふちゅう情
報プラザつばき館（イオンモール広島府中ソレイユ内）
●くすのきプラザ
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